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～木幡小のマスコットキャラクターが決まりました～

校長 八木 章

子ども達にたくさんのアイディアをもらったマスコットキャラクターが、京都の絵本家

森氏の手により、このたび完成いたしました。森氏は、以前に木幡小安全シンボルマーク

「チャッピース」を創って下さった方です。今回も「木幡の子どものよさ」が目に浮かん

でくるような素晴らしいものに仕上げて下さいました。（１２７の子どものアイディアを

全部見てもらい、たくさん取り入れて頂いています。）

また、「４つのキャラクターがつながっているもの」や、「カラー版」など様々なバー

ジョンがあります。よければご家庭でもお子様と一緒にお使い下さい。（個人での使用以

外はしないで下さい。）

５月号でも書きましたが、マスコットキャラクターは以下のねらいで創りました。

①子ども達が、学校の目標としていつも親しみ、意識できるようにする

②子ども達のよさや努力したことをたくさん「見つけ」「認め」「広め」「支援」する

このことを目的にした活用方法を、現在教職員で様々考えているところです。皆様から

も、活用のアイディアがあれば、ぜひお聞かせ頂きますようお願いします。

＜作成の経緯＞

平成２５年 ４月８日（月） ・始業式式辞で「挑」「努」「絆」「笑」の４つの漢

字の意味を説明、学校の目標に

・４つの漢字のマスコットキャラクターを募集

４月 22日（月） ・締め切り日までに子ども達から１２７のアイディ

アが集まる

４月 25日（木） ・アイディアを提案してくれた子ども達に校長から

「応募してくれたアイディアの画像入り感謝状」

を贈呈

５月１日（水） ・子ども達のアイディアをもとに、マスコットキャ

ラクターの仕上げを森氏に依頼、快諾していただ

く

５月 15日（水） ・森氏によりマスコットキャラクターが仕上がる

５月 21日（火） ・学校便りとホームページでマスコットキャラクタ

ーを公開

・現在教職員で活用方法の検討中

＜キャラクターの性格＞

○「イドムちゃん」 いろんなことに挑戦します

○「ツトムちゃん」 毎日コツコツ努力します

○「キズナちゃん」 「思いやりの心」と「ありがとうの言葉」で絆を結びます

○「エガオちゃん」 いつも笑顔です

～木幡の子ども達に笑顔が広がりますように～


